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今月の主な記事 
旭日双光章に犬伏芳夫氏、藍綬褒章に齋藤明善氏 
木造住宅の耐震診断を実施します 
守れ人権　許すな差別 
情報NOW 
町民のみなさんから 
こんにちは赤ちゃん ・ おくやみ申し上げます 

P2 
P5 
P9 

P10～17 
P14～15 

P17

　第5回勝瑞城館跡まつりが、5月28日（土）勝瑞城
館跡地・見性寺周辺で開催されました。子どもたち
の元気な踊りが、訪れた人達を楽しませておりました。 
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１．地域の信頼に応え、子どもの安全が守られている学校づくり 

　（１）「学校評議員制度」の充実に努め、学校運営をはじめ、学校の情報公開を図り、あわせて、保護者や　

　　地域住民の参加促進に努める。 

　（２）学校や教職員の意欲や努力が報われるために、学校評価システムの推進を図る。 

　（３）藍住町青少年健全育成会議の中で、「子どもの安全を守る連絡会」を結成し、地域の組織力を結集し、

　　　多発する犯罪等から子どもを町ぐるみで守るために、連絡を密にする。 

２．確かな学力と豊かな心を育む教育の推進 

　（１）教職員の研修の充実を図り、子ども一人ひとりに応じたきめ細かな指導を展開し、基礎・基本を身につ

　　　け、自ら学び考える力と豊かな人間性を培う。 

　（２）総合学習等の学習指導の一層の支援体制を図るために、保護者や子どもに関わる地域住民・大学生

　　　等によるボランティアグル－プの育成に努める。 

　（３）関係各機関の協力と支援を得ながら、学校内外での自然・社会体験学習の推進を図り、開かれた学校

　　　づくりに努める。 

　（４）「藍住町子どもの読書活動推進計画」（平成１６年４月策定５か年計画）による子どもの学習環境の充

　　　実に努め、一斉読書や読み聞かせ等の一層の活性化と学校図書館及び読書活動の進展を図る。 

３．人権教育の推進 

　あらゆる差別解消と人権が尊重される社会実現のため、人権教育啓発施策を推進する。 

４．就学前教育の充実について 

　家庭・地域社会・幼稚園等施設の三者による就学前教育を推進する。 

５．文化の振興について 

　魅力ある町づくりと個性豊かな町民文化の振興のため、藍住町文化協会の支援や、プロオ－ケストラによる

　コンサートを開催する。 

６．国指定史跡「勝瑞城館跡」の整備について 

　昨年度に引き続き、発掘調査の強化促進を図り、基本構想の策定を進めるとともに、東側区画の追加指定

　をめざす。 

７．生涯スポ－ツの振興について 

　昨年設立された「地域総合型スポ－ツクラブ」を支援し、町民の生涯スポ－ツの振興を図る。 

 　　　　 

 

　平成１７年春の叙勲・褒章受章者として、藍住町からは、お二人が喜びの伝達をされ
ました。受章を心からお祝い申し上げます。

　
犬
伏
氏
は
、
昭
和
３９
年
に
町
議
会
議
員
選
挙

に
当
選
以
来
、
平
成
１６
年
２
月
ま
で
の
１０
期
４０
年

の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
議
会
議
員
と
し
て
地
域
発

展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治

の
発
展
と
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
こ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。 

　
齋
藤
氏
は
、
平
成
６
年
か
ら
板
野
東
部
消
防

組
合
消
防
団
長
を
努
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
４４
年

の
入
団
以
来
３６
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
地
域
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
こ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

春の叙勳・褒章おめでとうございます 

藍綬褒章に齋藤明善氏 旭日双光章に犬伏芳夫氏 

平成17年度努力目標 藍住町教育委員会 
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
が
７
月
１０
日
に
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
 

　
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日
　
７
月
５
日
（
火
）
 

 
選
挙
期
日
　
投
・
開
票
日
　
７
月
１０
日
（
日
）
 

 

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
 

　
催
し
ま
す
。
 

◆
日
　
時
　
６
月
２４
日
（
金
）
午
前
１０
時
〜
 

◆
場
　
所
 
藍
住
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

 
立
候
補
予
定
者
・
関
係
者
の
方
は
ご
出
席
く

　
だ
さ
い
。
 

　
　
藍
住
町
選
挙
管
理
委
員
会
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
６
）
 

　
藍
住
町
情
報
公
開
条
例
（
藍
住
町
条
例
第
1
7
3
号
）
第

２１
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
１６
年
度
に
お
け
る
同
条
例
の
運

用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。 

情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況 

　
藍
住
町
個
人
情
報
保
護
条
例
（
藍
住
町
条
例
第
２
０
０
号
）

第
３３
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
１６
年
度
に
お
け
る
同
条
例
の

運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。 

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況 

注1）「請求拒否」とは、開示の請求に係る個人情報を保有していない等のた
　　 め、開示の請求書を拒否したものです。 
注2）「取り下げ」とは、保有個人情報の提供等により請求が取り下げられたも
　　 のです。 

個人情報の開示 

処理の状況 

取り下げ 請求拒否 部分開示 開　示 
請　求 

区　分 

件数又は人数 1件 ─ ─ 1件 ─ ─

非開示 

1.開示請求の処理状況 

注）同時に複数の者から申請のあったものについては「1人」として取り扱った。 

区　　　分 

合　　　　　　　計 

本人 

人数 

─

─

法定代理人 

法定代理人以外の代理人 
代理人 

1件 

1件 

2.内訳 

─

─

─

1件 

1件 

3.開示請求者の実施機関別内訳 

4.個人情報の訂正請求の状況 
5.個人情報の利用中止請求の状況 
4.不服申し立ての状況 

なし 
なし 
なし 

教 育 委 員 会  

町 長 部 局  

議 会 事 務 局  

農 業 委 員 会  

合 計  

注）「不受理」とは、当該公文書が不存在であるため、請求書を 
　　受理しなかった場合をいう。 

注）同時に複数の者から申請のあったものについては 

　「１人」として取り扱った。 

公文書の公開 

処理の状況 

不受理 部分公開 公　開 
請　求 

区　分 

件数又は人数 12件 6件 4件 2件 ─

非公開 

1.情報公開の状況 

2.公文書公開の請求者別内訳 

区　　　分 

町内に住所を有する者 

人数 

12人 

教育委員会部局 1 件 

3.公文書公開の実施機関別内訳 

4.不服申し立ての状況 

2件 

1件 

4件 

7件 

1件 

2件 

2件 

12件 

町長部局 

税 務 課  

教育委員会部局 

議 会 事 務 局  

農 業 委 員 会  

合 計  

生活環境課 

計 

建設産業課 

　
米
田
博
氏
、
松
崎
美
穂
子
氏
、
四
宮
ヨ
シ
氏
（
藍
住
北
小
校

長
）
が
徳
島
県
教
育
委
員
会
か
ら
平
成
１７
年
２
月
１
日
付
け

で
、
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
に
関
し
教
育
長
を
経
て
教

育
委
員
会
に
助
言
を
す
る
た
め
、
次
の
職
務
を
行
い
ま
す
。
 

　
一
、
　社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
。
 

　
二
、
定
時
又
は
、
臨
時
に
会
議
を
開
き
、
教
育
委
員
会
の
諮

　
　
　
問
に
応
じ
、こ
れ
に
対
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。
 

　
三
、
職
務
を
行
う
た
め
に
必
要
な
研
究
調
査
を
行
う
こ
と
。
 

　
な
お
、
任
期
は
平
成
１７
年
２
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年
１
月
３１

日
ま
で
で
す
。
 

 
徳
島
県
社
会
教
育
委
員
に
 

米
田
博
氏
、松
崎
美
穂
子
氏
 

四
宮
ヨ
シ
氏（
藍
住
北
小
校
長
）
選
任
さ
れ
る
 

　
こ
の
た
び
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
と
重
症
の

A
D
E
M
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
と
の
因
果
関
係
が
あ
る

と
の
判
断
が
下
さ
れ
、５
月
３０
日
付
け
で
厚
生
労
働
省
か
ら
緊

急
勧
告
が
あ
り
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
者
で
日
本
脳
炎
の
流
行

地
域
へ
渡
航
す
る
場
合
、
蚊
に
さ
さ
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
場

合
な
ど
で
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
が
特
に
希
望
す
る
場
合
は
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
及
び
副
作
用
の
説
明
を
受
け
、
自

己
の
責
任
に
お
い
て
同
意
書
に
署
名
し
た
上
で
現
行
の
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
中
止
に
つ
い
て
 

藍
住
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
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「
ふ
ん
害
」
に
「
憤
慨
」 

　
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
犬
の
散
歩
を
楽

し
い
日
課
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
排
泄
物
の
始

末
を
き
ち
ん
と
行
い
、マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
町
に
対
し
て
「
犬
の
ふ
ん
」
が

放
置
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
と
い
う
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
犬
の
散
歩
コ
ー
ス
の
道
路
や
公
園
は
、
町

民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
の
一
部
で
す
か
ら
、
快
適
で
衛

生
的
に
保
ち
た
い
も
の
で
す
。 

　
愛
犬
家
の
み
な
さ
ん
、
犬
の
散
歩
に
出

掛
け
る
時
は
、「
ふ
ん
」の
回
収
用
具
を
持
ち

歩
き
、
後
始
末
を
必
ず
行
い
、
清
潔
で
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機 

 

◆
処
理
機
の
種
類 

　
家
庭
用
で
あ
れ
ば
、
機
種
に
指
定
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。 

◆
補
助
金
額 

　
2
万
円
ま
で 

　
〔
購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）の
1
／
2
と

　
し
、
上
限
を
2
万
円
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
千

　
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま
す
。
〕 

※
補
助
は
、
1
世
帯
に
1
台
限
り
で
す
。 

◆
補
助
の
条
件 

　
町
内
在
住
者
で
処
理
機
を
自
宅
で
使
う
こ
と
。 

※
な
お
、
4
月
1
日
か
ら
町
外
の
取
扱
店
で
購

　
入
さ
れ
る
処
理
機
も
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

　
し
た
。 

 

　 

　
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
） 

 

◆
処
理
容
器
の
種
類 

　
丸
　
型
　
・
　
角
　
型 

◆
補
助
金
額 

　
4
千
円
ま
で 

　
﹇
購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）の
1
/
2
と

　
し
、
上
限
を
4
千
円
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１０

　
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま
す
。
﹈
 

※
補
助
は
、
1
世
帯
に
1
年
度
に
つ
き
1
個
で

　
す
。 

※
生
ご
み
処
理
容
器
は
、
土
を
掘
り
下
げ
て
設

　
置
す
る
た
め
、
設
置
す
る
場
所
が
必
要
で
す
。 

●
補
助
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
先
に
申
請
手
続

　
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
は
、
補
助
金
の
交

　
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。 

犬
を
飼
う
マ
ナ
ー
を
守
り
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を 

町

内

一

斉

清

掃

の

お

礼

 

購
入
補
助
金
に
つ
い
て 

　
藍
住
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
及
び
生
ご
み
処
理

容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）の
購
入
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
、

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
「
み
ん
な
の
力
で
美
し
く
住
み
良
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
５
月
２２
日
に
町
内
一
斉
清
掃
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
自
治
会
・
事
業
所
か
ら
大
勢

の
方
が
排
水
路
・
道
路
・
公
園
の
清
掃
に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
町
生
活
環
境
課
の
調
べ
で
は
、こ
の
た
び
の
清
掃
に
従
事
い
た
だ
い
た
方
は
、
約
７
，０
０
０
人
に
な
る

と
見
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
　
生
活
環
境
課
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
6
） 

家
庭
用
の
電
気
式
生
ご
み
処
理
機 

生

ご

み

処

理

容

器
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す 

　
２
０
３
０
年
頃
ま
で
に
５０
％
程
度
の
確
率
で
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海

地
震
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
藍
住
町
で
は
、こ
れ
ら
の
木
造
住
宅
に
対
し
、
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

１
　
対
象
と
な
る
住
宅 

　
　
①
　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の 

　
　
②
　
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
構
法
に
よ
る
木
造
住
宅 

　
　
③
　
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅
（
現
に
居
住
し
て
い
る
も
の
に
限
る
） 

　
　
④
　
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等 

　
　
⑤
　
住
宅
の
所
有
者
に
町
税
及
び
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

２
　
耐
震
診
断
を
行
う
診
断
員 

　
　
①
　
徳
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。 

　
　
②
　
耐
震
診
断
員
は
県
の
講
習
会
を
受
け
て
お
り
、 

　
　
　
　
「
徳
島
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
登
録
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。 

３
　
自
己
負
担
金 

　
　
①
　
１
戸
建
て
住
宅
の
場
合
、３
，０
０
０
円 

　
　
②
　
共
同
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
の
場
合
（
２
戸
扱
い
）
、６
，０
０
０
円 

　
　
現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

４
　
今
年
度
予
定
診
断
戸
数 

　 

　
　
１００
戸
（
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

５
　
受
付
期
間 

　
　
７
月
１
日
（
金
）
〜
９
月
３０
日
（
金
）
　 

　
　
（
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
　
た
だ
し
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

６
　
申
込
場
所 

　
　
総
務
課 

※
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、 

　
総
務
課
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

環境ボランティアを募集!! 
━藍住町を清潔で美しいまちに━

エコスタイル実施期間中 

　藍住町では、環境ボランティアの方と町職員が協力して、道路・公

園の清掃活動をしながら、「ごみのポイ捨て」や「飼い犬のふんの放置」

の防止を呼びかける活動を行います。 

　環境ボランティアへの応募をお待ちしています。 

　　　　　　　７月１日～３１日 

　　　　　　　毎週火曜日・木曜日　午後５時３０分～７時 

　　　　　　　藍住町正法寺川公園・東中富桜づつみ公園周辺 

　　　　　　　役場職員と協力し、道路・公園の清掃活動を行いな

　　　　　　　がら、空き缶やたばこのポイ捨て、犬のふん害防止　

　　　　　　などの呼びかけを行う。 

　　　　　　　６月３０日（木） 

お問い合わせ 

　生活環境課　（☎６３７・３１１６）  

 

 

　藍住町では、平成１７年６月１日から９月３０日まで、エコスタイル実施

期間とし、夏場の省エネに取り組んでいます。この期間中は、男性職

員は、ノーネクタイ、ノー上着で対応させていただきます。 

　また、期間中の庁舎内の室温設定は、２８℃となっています。町民の

みなさんのご協力とご理解をよろしくお願いいたします。 

 

 

ふ
り
向
け
ば
い
つ
も
隣
に
夫
が
い
て
昼
間
の
部
屋
が
狭
く
感
じ
る 

懐
か
し
き
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
聞
き
な
が
ら
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
に
心
安
ら
ぐ 

念
珠
玉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
授
か
ら
ん
四
国
別
格
霊
場
め
ぐ
る 

待
つ
も
の
の
お
ら
ぬ
家
内
花
生
け
て
花
の
中
へ
と
帰
る
我
な
り 

大
過
な
く
定
年
退
職
せ
し
婿
の
祝
い
の
席
に
夫
と
座
し
い
る 

な
ぐ
さ
み
に
友
の
く
れ
た
る
挿
し
木
苗
　
白
あ
じ
さ
い
の
咲
き
揃
い
た
り 

夜
の
更
け
の
鞄
の
底
に
見
つ
け
た
る
「
夜
霧
の
し
の
び
逢
い
」メ
ー
ル
着
信 

あ
ま
た
咲
く
薔
薇
の
一つ
に
手
を
触
れ
て
と
き
め
く
心
誰
に
も
告
げ
ず
　
　
　 岡

田
　
博
子 

三
原
　
光
代 

高
橋
　
ゆ
り 

四
宮
　
千
代 

山
本
　
藍
香 

木
元
　
由
美 

青
木
み
ど
り 

山
本
枝
里
子
　
　
　 

あいずみ歌壇

 

活動実施期間 

活 動 実 施 日  

活 動 場 所  

活 動 内 容  

 

 

申 込 期 日 
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６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
時
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
、
引
き
続
き
手

当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

大
切
な
届
で
す
。 

　
も
し
、こ
の
届
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

上
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
が
経
過
す
る

と
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。 

　
受
給
者
の
方
は
、
必
ず
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

○
提
出
日
時 

　
６
月
１３
日
（
月
）
〜
１７
日
（
金
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
提
出
先
（
手
続
き
場
所
） 

　
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル 

○
持
参
す
る
も
の 

　
印
鑑
・
年
金
加
入
証
明
書
（
国
民
年
金

　
に
加
入
し
て
い
る
方
は
不
要
） 

 

◆
児
童
手
当
制
度
と
は
◆ 

　
児
童
手
当
は
、９
歳
到
達
後
最
初
の
３

月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小
学
校

第
３
学
年
終
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
第
１
子
　
　
　
　
５
，０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
２
子
　
　
　
　
５
，０
０
０
円
（
月
額
） 

　
第
３
子
以
降
　
１
０
，０
０
０
円
（
月
額
） 

　
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の

月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）の
所
得

が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
お
問
い
合
わ
せ 

　
　
福
祉
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　 

 

　
町
で
は
、０
歳
〜
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に

医
療
費
助
成
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
に
一

度
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

（
３
歳
〜
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
つ
い
て

は
入
院
の
み
助
成
を
し
て
お
り
ま
す
。
随

時
届
出
を
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
回

の
届
出
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

　
今
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
受
給
者
証
の
有

効
期
限
は
、６
月
３０
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
提
出
日
時 

　
６
月
１３
日
（
月
）
〜
１７
日
（
金
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

○
提
出
先 

（
手
続
き
場
所
）                

　
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル 

○
持
参
す
る
も
の 

　
●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申

　
　
請
書 

　
●
印
鑑 

　
●
保
険
証
（
お
子
様
の
名
前
の
は
い
っ
た

　
　
も
の
） 

　
お
問
い
合
わ
せ 

　
　
福
祉
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

 

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
 

乳
幼
児
医
療
費
 

　
　
　
受
給
者
証
の
更
新
 

　
つ
ぎ
の
と
お
り
、
下
水
道
工
事
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
工
事
場
所  

藍
住
町
奥
野 

　
　
　
　
　
　（
上
図
　 

の
箇
所
） 

◆
工
事
完
了
　
９
月
１４
日 

◆
総
延
長
　
　
４
３
３
．４
ｍ 

　
　
　
　
　
　（
第
一
分
割
） 

　
　
　
　
　
　
２
１
１
．３
ｍ 

　
　
　
　
　
　（
第
二
分
割
） 

◆
管
径
　
　
　
２
０
０ 

　
　
　
　
　
　
１
５
０ 

◆
工
事
方
法
　
開
削
工
法 

   　
工
事
期
間
中
は
、
片
側
交
互
通
行

及
び
一
部
車
両
通
行
止
め
を
行
い
ま
す

の
で
、周
辺
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ま
や
、

道
路
を
通
行
さ
れ
る
み
な
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の 

　
お
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課（
☎
6
3
7
・
3
1
2
3
） 

川は  
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ３７ 

８６ シリーズ○ 

◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど
 

 
　
　
　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
虹
の
里
 
 （
☎
6
9
2
・
2
3
1
2
）
 

◎
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
 
 
 
 （
☎
6
9
3
・
0
0
3
2
）
 

◎
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど
 

 
 
 
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）
 

こころの  
相談窓口  

奥野矢上前第三分区公共下水道管渠布設工事 
（第一分割・第二分割）はじまる。 

mmmm
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　国保保健事業では、被保険者の方の健康保持増進のため「日
帰り人間ドック」を実施します。定期的な検診により健康管理に努
めましょう。 
 ●対象者 
　受診日当日に藍住町国民健康保険被保険者の資格を有する
方のうち平成１７年４月１日現在の年齢が３５歳以上の方 
※原則として国民健康保険税を完納している世帯の被保険者に
　限ります。 
●自己負担金 
　１人　１１，０００円 
※検査費用３７，５８０円のうち７割相当額の２６，５８０円を助成します。 
　なお、希望者については実費で追加検診を受けることができます。 
●申し込み期間 
　６月６日（月）～６月１7日（金） 
●持参するもの………国民健康保険被保険者証・印鑑 
※申込時に希望の受診日をお聞きします。 
●申し込み・お問い合わせ　　　　保健衛生課（☎６３７・３１１５） 
 

ご
存
知
で
す
か
? 

保
険
料
の
免
除
・
学
生
納
付
特
例
・ 

　
　
　
　
　
　
　
　

若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

　 　
自
営
業
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
な
ど
、
第
１
号
被

保
険
者
の
方
は
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
（
後
払
い
）
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

●
免
除
や
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
次
の
４
つ
の
制
度
が

　
あ
り
ま
す
。 

　
①
法
定
免
除 

　
　
障
害
年
金
や
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

　
　
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
届
出
に
よ
っ
て
保
険

　
　
料
の
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
②
申
請
免
除 

　
　
経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
を
納
付
で
き
な

　
　
い
場
合
に
申
請
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料
の

　
　
納
付
が
全
額
ま
た
は
半
額
免
除
さ
れ
ま
す
。 

　
③
学
生
納
付
特
例 

　
　
学
生
の
方
で
あ
っ
て
、
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険

　
　
料
を
納
付
で
き
な
い
場
合
に
申
請
し
、
認
め
ら
れ

　
　
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
に
す
る

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
④
若
年
者
納
付
猶
予
（
平
成
１７
年
４
月
か
ら
新
設
） 

　
　
３０
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
経
済
的
な
理
由
等
で

　
　
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
場
合
に
申
請
し
、
認

　
　
め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料
を
後
払
い
に
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
ま
す
。 

  

◇
保
険
料
免
除
の
期
間
は
・
・
・
７
月
か
ら
翌
年
の
６ 

　
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

◇
保
険
料
免
除
申
請
受
付
は
・
・
７
月
分
か
ら
の
申
請

　
は
７
月
か
ら
受
付
し
ま
す
。
所
得
の
要
件
（
本
人
だ

　
け
で
な
く
、
配
偶
者
・
世
帯
主
の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

　
の
所
得
）が
あ
り
ま
す
。 

◇
特
例
的
な
事
由
（
災
害
や
失
業
）に
よ
る
場
合
（
要

　
件
が
あ
り
、
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
の
添
付

　
が
必
要
に
な
り
ま
す
）・
・
・ 

失
業
の
場
合
は
、
雇
用

　
保
険
の
「
受
給
資
格
者
証
」
ま
た
は
「
離
職
票
」
の

　
写
し
等
を
添
付
し
て
下
さ
い
。 

  ７
月
の
年
金
相
談 

○
日
　
時
　
７
月
１４
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

○
場
　
所
　
役
場
１
階
住
民
相
談
室 

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま

　
す
。
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
・
年
金
証

　
書
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所 （
☎
６
５
２
・
２
８
０
０
） 

　
住
民
課
国
民
年
金
係 

         

　
　
　
　
　
　
　 

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
） 

  

国保人間ドックで年に一度の健康チェック 

委　託　機　関 受　診　日 

町内医療機関 

安芸内科 

内科クリニック・オクムラ 

香川内科 

清水内科 

鶴岡内科胃腸科 

浜病院 

大久保内科 

近藤外科内科 

森本クリニック 

農村健康管理センター 
（阿波病院） 

 ８／２４（水）、２５（木）、２６（金） 
 （各日３０名　計９０名） 

７／１（金）から７／３０（土） 
  
 ※ 日・祝日を除く 
 ※ 病院 によっては 
　  実施していない日があります 
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　全国的に有名な児童文学作家、梅田俊作先生の講演会

を次のとおり開催致します。子育てのヒントにぜひご参加くだ

さい。 

○日　時　６月２５日（土） 

　　　　　午後１時～　受付 

　　　　　午後１時３０分～　講演会 

○場　所　町民シアタ－（合同庁舎４階） 

○講　師　梅田俊作氏 

　１９４２年京都府・網野に生まれる。日本デザインスク－ル卒

　業の児童文学作家。１９９１年より、東京から徳島県の日和

　佐町にアトリエを移して創作活動を続ける。 

　作品には、「どうぶつえんパトロ－ル」「どろどろどろえもん」

　「あめ　あめ　あれれ」「アイ・ラブ・ユ－いつまでも　アイ・

　ラブ・ユ－どんなときも・・・」などたくさんの著書がある。 

○演　題  「子ども時代の必須科目」 

○参加費　無料 

＊託児を希望される方は、事前にお申込みください。 

○お問い合わせ 

　藍住町読書活動推進ネットワ－ク「よみっこ」 

　事務局（教育委員会社会教育課内） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎６３７・３１２８） 

　親子会連合会恒例のキャンプを今年は、自然体験が

できる場所に移し、昆虫採取・川遊び等を友達と一緒に

堪能しませんか。 

○日　　時　　７月９日（土）～１０日（日） 

○場　　所　　上勝町月ヶ谷キャンプ場 

○対　　象　　小学４年生～６年生 

○費　　用  　１,０００円（親子会会員以外は１,５００円） 

○定　　員　　３０名（先着順　会員優先） 

○受付期間　　６月１５日（水）～７月１日（金） 

　　　　　　　（土・日曜日を除く） 

○説 明 会　　７月２日（土）　午後２時～ 

　　　　　　　みどりの広場管理棟 

○申し込み　　単位親子会、または教育委員会  

○主　　催　　藍住町親子会連合会事務局 

　　　　　　　教育委員会内　☎６３７・３１２８ 

　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成１７年４月１日におい

て、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない場合に、

第８回特別弔慰金が支給されます。 

○対象者 

　次の順番による先順位のご遺族お一人 

   １　弔慰金の受給権者 

   ２　戦没者等の子 

   ３　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 

　　　（戦没者等と生計関係を有していなかった方等は除

　　　かれます） 

　４　上記３以外の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹 

　５　上記１から４以外のご遺族で、戦没者等の死亡時まで

　　　引き続き１年以上生計関係を有していた三親等内の 

　　　親族 

○支給内容　額面４０万円、１０年償還の記名国債 

○請求期間　平成１７年４月１日～平成２０年３月３１日 

○請求窓口及びお問い合わせ  

　福祉課（☎６３７・３１１４） 

戦没者等のご遺族の皆様へ 
～第8回特別弔慰金が支給されます～ 

講演会（共に学ぶ会）開催 

足で描いた絵画展 

 今 も生きる文化遺産、四国８８ケ所をいっしょに学びませんか。 

演　題　「外国人の目から見た四国遍路」 

講　師　ディビッド　モ－トン氏（文理大学客員講師） 

　カナダ、バンク－バ－のリテイシュコロンビア大学で学び、そ

の間1年間、京都の立命館大学に交換留学。大学卒業後、

京都の高校で英語教師として4年間を過ごす。現在、徳島文

理大学の英語講師。　　　 

○日　時　６月１８日（土） 

　　　　　午後２時～３時３０分（午後１時３０分開場） 

○場　所　町民シアタ－（合同庁舎４階） 

○参加料　無料 

○主　催　国際交流懇話会ＨＩＲＯＢＡ 

○共　催　藍住町国際交流協会 

○お問い合わせ　薄墨（☎６９２・６２８９） 

  

　 

　 

　ＡＬＳ協会徳島県支部（ＡＬＳ＝筋萎縮性側策硬化症）の

代表　長尾義明氏の作品を展示します。彼は、ベッド上でわ

ずかに動く足の指でパソコンを操作し、今までに四国８８ケ所や、

今年は酉年であることからいろいろな鳥の絵、また花の絵など

を多数描いています。ぜひご鑑賞ください。 

○期　間　６月８日（水）～２２日（水） 

○場　所　図書館 

子どものゆめ基金助成事業 
絵 本 の 講 演 会 開 催  

みんなあつまれ! 
夏はキャンプだ!
みんなあつまれ! 
夏はキャンプだ!
みんなあつまれ! 
夏はキャンプだ!
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手
を
さ
し
の
べ
る
　
や
さ
し
さ
と
勇
気
　
み
ん
な
あ
る
よ
 

幸
せ
な
　
だ
れ
も
が
望
む
　
そ
ん
な
日
々
 

何
気
な
い
　
そ
の
一
言
に
　
思
い
や
り
 

伝
え
よ
う
　
自
分
の
心
の
　
ぬ
く
も
り
を
 

そ
の
言
葉
　
傷
つ
け
な
い
？
　
相
手
の
心
 

6
年
　
片
野
　
竜
聖
 

6
年
　
吉
田
紗
耶
香
 

6
年
　
下
窪
あ
ず
さ
 

6
年
　
木
村
　
綾
花
 

6
年
　
谷
本
　
晴
花
 

人権標語  
藍住北小学校 
生徒作品 

藍住町のスローガン  

狭山事件を
とおして考える

　
最
近
も

名
張
毒
ぶ
ど

う
酒
事
件（
三

重
県
名
張

市
で
毒

入

り
ぶ
ど
う
酒

を
飲
ん
だ
人

た
ち
が
多
数

死
ん
だ
事
件
）

で
再
審
（
裁

判
の
や
り
直

し
）
開
始
の

決
定
が
出
ま
し
た
。
犯
人
と
さ
れ
て

い
る
人
の
無
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た

事
件
に
対
し
て
裁
判
の
や
り
直
し

が
さ
れ
た
場
合
、
今
ま
で
全
て
無
罪

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、こ
の
事
件
で
も
第
7
次

に
わ
た
る
再
審
請
求
を
行
い
、
長
い

年
月
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間

「
犯
人
」
と
さ
れ
た
人
の
人
権
は
無

実
の
罪
と
し
て
踏
み
に
じ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

人
権
は
平
等
に 

　
狭
山
事
件
の
石
川
一
雄
さ
ん
も
無

実
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。
被
差
別

部
落
に
生
ま
れ
た
石
川
さ
ん
は
、
部

落
差
別
に
よ
る
貧
困
か
ら
、
小
学
校

へ
も
十
分
に
通
う
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
言
い
換
え
る
と
、
差
別
に

よ
っ
て
教
育
の
機
会
が
奪
わ
れ
た
の

で
す
。
そ
の
た
め
狭
山
事
件
に
お
い

て
「
犯
人
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
と

き
に
は
、
弁
護
士
の
役
割
も
分
か
ら

ず
、警
察
官
の
「
10
年
で
出
し
て
や
る
」

と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
、ウ
ソ
の
「
自

白
」
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
の
間
、
弁
護
士
や
支
援
者
た
ち

は
石
川
さ
ん
の
無
実
を
証
明
す
る
数
々

の
証
拠
や
証
言
を
裁
判
所
に
提
出

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、一
度
も
事

実
調
べ
や
証
人
調
べ
が
な
さ
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
国
民
は
、公
共
の
福
祉（
社

会
全
体
の
幸
せ
）
を
侵
害
し
な
い
限

り
、全
て
平
等
に
「
幸
せ
に
な
る
権
利
」

を
持
ち
、
市
民
的
権
利
を
持
っ
て
い

ま
す
。
当
然
、
裁
判
に
お
い
て
も
公

平
に
審
理
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
捜
査
の
過
程
で
集
め
た

証
拠
は
全
て
明
ら
か
に
し
、
弁
護
側

か
ら
出
さ
れ
た
証
拠
や
証
人
を
十

分
に
調
べ
て
初
め
て
公
平
だ
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
「
疑
わ
し
き
は
、
被
告
の
有
利
に
」

（
白
鳥
決
定
・
・
・
白
鳥
事
件
で
の
再

審
開
始
に
お
け
る
裁
判
所
の
考
え

方
で
、
現
在
の
判
決
の
原
則
に
な
っ

て
い
る
）は
ま
さ
に
、
人
権
尊
重
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

一
個
人
に
対
し
て
の
公
平
な
裁
判
を

求
め
る
事
は
人
権
擁
護
の
当
然
の

権
利
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

　 

狭
山
事
件
と
は

　
狭
山
事
件
と
は
、
今
か
ら
42
年
前

の
1
9
6
3
年
5
月
１
日
、
埼
玉
県

狭
山
市
で
お
き
た
女
子
高
校
生
（
当

時
16
歳
）
誘
拐
・
殺
人
事
件
で
す
。

こ
の
事
件
で
近
く
の
被
差
別
部
落

に
住
む
石
川
一
雄
さ
ん（
当
時
24
歳
）

が
「
犯
人
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、

1
9
7
4
年
10
月
31
日
「
無
期
懲
役
」

の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

件
の
背
景
に
は
部
落
差
別
が
あ
り
、

部
落
差
別
に
基
づ
く
「
冤
罪
」（
無

実
の
人
が
有
罪
に
さ
れ
る
）で
あ
る

と
し
て
、
全
国
的
に
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
弁
護
団
か
ら

は
数
多
く
の
石
川
さ
ん
の
無
実
を

証
明
す
る
証
拠
や
証
人
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
3
月
16
日

付
で
最
高
裁
判
所
は
第
二
次
再
審

請
求
棄
却
に
対
す
る
特
別
抗
告
を

何
ら
の
事
実
調
べ
も
せ
ず
に
棄
却

し
ま
し
た
。
現
在
、石
川
一
雄
さ
ん
は

「
仮
出
獄
」（
1
9
9
4
年
12
月
21
日
）

後
に
結
婚
し
た
早
智
子
さ
ん
と
全

国
の
人
々
に
無
実
を
訴
え
な
が
ら
、

反
差
別
・
人
権
擁
護
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　 

「
差
別
問
題
を
考
え
る
藍
住
の
会
」

　
　
　
　
　
事
務
局
　
坂
本
英
二
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情報now
町の掲示板 

　
今
年
の
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル（
化
学
肥
料
の
袋
を
含
む
）
処
理
日
程
等

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
日
時
　
　
　
６
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）（
雨
天
決
行
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
３
時 

○
処
理
地
区
　
住
吉 

○
日
時
　
　
　
６
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）（
雨
天
決
行
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時 

○
処
理
地
区
　
藍
園 

　
　
＊
25
日
午
前
・
徳
命
地
区
　
午
後
・
奥
野
地
区 

　
　
＊
26
日
午
前
・
中
富 

富
吉 

午
後
・
全
地
区 

○
場
所
　
　
　
藍
住
西
小
学
校
西
側
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド 

○
料
金
　
　
　
１
kg 

当
た
り
　
　
31
・
5
円 

　
　
　
　
　
　
１
ｔ 

当
た
り     

３
万
１
５
０
０
円 

※
な
お
、
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
積
載
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
重
量
を
測
定
　

し
ま
す
。 

○
注
意
事
項 

　
・
搬
入
時
間
を
厳
守
す
る
。 

　
・
過
剰
積
載
は
絶
対
し
な
い
。
　 

　
・
塩
ビ
と
酢
ビ
以
外
は
引
き
取
り
ま
せ
ん
。 

　
・
塩
ビ
と
酢
ビ
は
分
け
て
搬
入
す
る
。 

　
・
現
場
で
は
係
員
の
指
示
に
従
い
、
原
則
と
し
て
荷
は
自
分
で
降
ろ
す
。 

☆
右
の
注
意
事
項
に
従
わ
な
い
場
合
、
引
き
取
り
を
拒
否
す
る
場
合
が
　

あ
り
ま
す
。 

○
罰
則
規
定 

　
不
法
投
棄
を
し
た
場
合
は
、三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、一
千
万
円
（
野

　
焼
き
の
場
合
は
三
百
万
円
）
以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。 

○
問
い
合
わ
せ 

　
　
板
野
郡
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
協
議
会 

　
　
藍
住
町
支
部 

　
　
Ｊ
Ａ
板
野
郡
東
部
経
済
セ
ン
タ
ー
　
　
担
当
　
和
田 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
７
２
・
７
８
７
０
） 

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
に
つ
い
て 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

　
　
教
室
の
ご
案
内 

　
「
触
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
愛
情
表
現
の
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
じ
、
親

子
の
会
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
７
月
８
日
（
金
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
〜 

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
６
か
月
ま
で

　
　
　
　
の
子
ど
も
と
保
護
者
１５
組 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1
枚 

　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま
し

　
　
　
　
ま
た
は
お
茶
等 

申
込
期
間
６
月
１７
日
（
金
）
〜
７
月
５
日
（
火
） 

お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
） 

　
６
月
は
、
町
県
民
税
（
１
期
）
と
国
民
健
康
保

険
税
（
２
期
）の
納
付
月
で
す
。 

納
期
限
は
、
６
月
２７
日
で
す
。 

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
口

座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
　
　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
7
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
6
3
7
・
3
1
1
8
） 

  
　
　
私
は
、
去
年
の
８
月
に
会
社
を
退

　
　
職
し
、
現
在
失
業
中
で
す
が
、
今

　
　
月
平
成
１７
年
度
の
町
県
民
税
の

　
　
納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
。
　

　
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

　
　
町
県
民
税
（
住
民
税
）
は
、
前
年

　
　
中
の
所
得
等
に
基
づ
い
て
課
税
し
、

　
　
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

　
　
ま
す
。
従
っ
て
、
１７
年
度
の
町
県
民

　
　
税
は
、
１６
年
中
の
所
得
に
対
す
る

　
　
税
金
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 【
今
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
】 

◎
普
通
徴
収
の
方
・
・
・
納
付
期
限
、６
月
２７
日

　
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

　
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
徴
収
の
方
・
・
・
受
給
年
金
か
ら
自
動
的

　
に
天
引
き
さ
れ
、
納
付
と
な
り
ま
す
。 

今
月
の
納
税 

今
月
の
納
税 

ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

Ｑ A 町
県
民
税
Ｑ
＆
Ａ 
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水
道
メ
ー
タ
ー
定
期
交
換 

　
（
無
料
）の
お
知
ら
せ 

　
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
て
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
交
換
対

象
の
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、６
月
中
旬
よ
り

随
時
交
換
の
予
定
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  ●
交
換
対
象
メ
ー
タ
ー 

　
平
成
９
年
度
以
前
に
設
置
さ
れ
た
メ
ー
タ
ー 

●
交
換
期
間 

　
６
月
中
旬
〜
９
月
下
旬 

  　
交
換
業
務
は
、
藍
住
町
水
道
工
事
店
協
同
組

合
に
委
託
し
て
無
料
で
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、ご
不
在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
交
換
時
間
は
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
概
ね
５
分
〜
３０
分
で
交
換
で
き
ま

す
の
で
、そ
の
間
の
断
水
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、ご

了
承
い
た
だ
く
と
と
も
に
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

  お
問
い
合
わ
せ 

　
水
道
課
　
　
　
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
３
１
） 

町
営
住
宅
補
充 

　
　
　
入
居
者
募
集
!!
 

募
集
住
宅 

◎
乙
瀬
団
地
　
２
階
１
戸
　
３
階
１
戸   

　
計
２
戸 

　
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
し
） 

＊
希
望
者
が
多
い
場
合
抽
選
に
な
り
ま
す
。 

  ○
入
居
条
件 

　
同
居
親
族
が
あ
り
、
法
に
定
め
る
基
準
以
下 

 

　
の
所
得
で
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
明
ら
か
な

　
理
由
が
あ
り
、
町
税
等
の
滞
納
の
な
い
世
帯 

○
受
付
場
所
　
生
活
環
境
課 

○
受
付
期
間
　
６
月
１５
日
（
水
）
〜
２７
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
土
・
日
曜
除
く 

○
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午 

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時 

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
生
活
環
境
課
住
宅
係
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
） 

広
報
あ
い
ず
み
は
、 

新
聞
折
り
込
み
・
郵
送
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。 

も
し
、
ご
近
所
で
未
届
け
の
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
企
画
調
整
課
（
☎
6
3
7
・

3
1
2
4
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

認
知
症
と
は
、「
痴
呆
」
の
こ
と
で
す
。
こ
の

２
０
０
４
年
に
名
称
が
「
認
知
症
」
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
病
気
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
な

く
す
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。 

　
認
知
症
と
は
、
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
、

大
脳
の
神
経
細
胞
が
広
範
囲
に
障
害
さ
れ
、

本
来
あ
っ
た
脳
の
認
知
機
能
が
著
し
く
低
下

し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。 

  ■
脳
血
管
性
・
・
・
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
で

　
脳
の
血
管
が
障
害
さ
れ
て
、
脳
の
神
経
死

　
亡
が
広
範
囲
に
障
害
さ
れ
る
タ
イ
プ 

■
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
・
・
・
原
因
は
よ
く
わ
か

　
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の
神
経
細
胞
が
障
害

　
さ
れ
脳
が
萎
縮
す
る
タ
イ
プ 

 

●
認
知
症
の
特
徴 

　
最
大
の
特
徴
は
、「
物
忘
れ
」
が
激
し
い
こ

と
で
す
。
ま
た
、「
以
前
は
あ
っ
た
興
味
や
関

心
が
薄
れ
た
」
、「
時
間
や
日
付
の
感
覚
が
不

確
か
に
な
っ
た
（
見
当
識
障
害
）
」
な
ど
の
症

状
が
現
れ
て
き
ま
す
。 

●
健
忘
症
と
の
違
い 

　
自
然
な
老
化
現
象
と
し
て
現
れ
る
物
忘

れ
は
「
健
忘
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
健
忘
症
」
で
は
忘
れ
た
こ
と
は
自
覚
で

き
ま
す
が
、「
認
知
症
」
で
は
自
覚
で
き
ま
せ

ん
。 

●
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要 

　
認
知
症
で
は
本
人
や
家
族
が
病
気
を
認

め
た
が
ら
ず
、
受
診
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
あ
る
程
度
進
行
し
て
し
ま

う
と
、
症
状
の
改
善
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
の

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ

れ
ば
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
が

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
、
動
脈
硬
化
を
促
進

さ
せ
る
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
予
防
の

面
で
は
、こ
の
点
が
と
て
も
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
生
活
習
慣
の
見
直
し
も
重
要
で
す
。
　 

 

が
ん
ば
れ

健
康
づ
く
り 

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 
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《
作
り
方
》 

①
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
さ
っ
と
塩
ゆ
で
に
す
る
。 

②
玉
ね
ぎ
、
人
参
は
み
じ
ん
切
り
。 

③
む
き
エ
ビ
は
冷
凍
の
も
の
で
よ
い
。
さ
っ
と
　

　
塩
水
に
通
す
。
背
わ
た
を
と
る
。 

④
小
麦
粉
に
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を
加
え
て
、

　
と
き
卵
、
水
を
加
え
、
軽
く
混
ぜ
、グ
リ
ン
ピ

　
ー
ス
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
、エ
ビ
を
加
え
る
。 

⑤
熱
し
た
油
（
１
８
０
℃
）
に
、
お
た
ま
で
④
を

　
す
く
い
、
形
よ
く
揚
げ
る
。 

⑥
青
シ
ソ
、ミ
ニ
ト
マ
ト
を
盛
り
付
け
る
。 

　
＊
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
生
の
方
が
よ
い
。 

　
油
に
は
独
特
の
う
ま
み
が
あ
り
、

油
を
使
っ
て
調
理
を
す
る
と
、
食

材
の
う
ま
み
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
の
カ
ロ
チ

ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、Ｄ
、Ｅ
、Ｋ
の
吸

収
率
を
高
め
る
働
き
も
し
ま
す
。

油
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、
消
化

に
時
間
が
か
か
る
た
め
に
腹
も
ち

が
よ
い
の
が
長
所
で
す
。 

　
し
か
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
さ

は
欠
点
に
も
な
り
ま
す
。
食
べ
る

量
や
回
数
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

健
康
づ
く
り
応
援
団
 

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
 

　
　
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
と
む
き
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
 

材
料（
４
人
分
） 

グリンピース 
玉ねぎ 
人参 
むきエビ 
小麦粉 
卵 
ベーキングパウダー 
揚げ油 
塩 
青ジソ 
ミニトマト　 

120g 
100g 
40g 
40ｇ 
100g 
1個 

小さじ1/2 
適量 
少々 
4枚 
8個 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

262kcal 
8.2ｇ 
11.9ｇ 
51ｍｇ 
0.7ｇ 

1
人
分
の
 

栄

養

価

 

〈
新
刊
案
内
〉 

■
一
般
書
　 

○
世
の
中
、
大
激
変
い
ま
一
番
知
っ
て
ほ
し
い
大

　
切
な
こ
と 

　
　
　
　
　
　
（
船
井 

幸
雄
著
・ 

徳
間
書
店
） 

○
共
感
す
る
女
脳
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
男
脳
　

　
（
サ
イ
モ
ン
・
バ
ロ
ン
・
コ
ー
エ
ン
・
日
本
放
送
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
版
協
会
） 

○
ふ
わ
ふ
わ
お
菓
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　   

（
久
保 

香
菜
子
著
・
文
化
出
版
局
） 

○
透
明
な
旅
路
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

（
あ
さ
の 

あ
つ
こ
著
・
講
談
社
） 

○
審
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
深
谷 

忠
記
著
・
徳
間
書
店
） 

 

■
児
童
書 

○
い
ぬ
の
ハ
ン
ニ
バ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
ピ
エ
ー
ル
・
コ
ラ
ン
著
・
舞
阪
町
・ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く
ま
出
版
） 

○
タ
レ
ン
ト
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
こ
ど
も
く
ら
ぶ
編
著
・
す
ず
き
出
版
）

○
乗
り
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
館
）

○
ル
ル
と
ラ
ラ
の
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ                                                                              

　
　
　  

（
あ
ん
び
る 

や
す
こ
著
・
岩
崎
書
店
） 

○
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
工
藤 

直
子
著
・
文
渓
堂
）

　
　
　
　
　
　 

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

町
立
図
書
館 

　（財）交通遺児育英会では、保護者等が交通事故で死亡

したり、重い後遺障害のために働けず、経済的に修学が困難

な高等学校以上の生徒・学生に奨学金を貸与しています。 

※申込先 

　（財）交通遺児育英会 

　（☎０３・３５５６・０７７３）（直通） 

　（☎０１２０・５２１２８６）（フリーダイヤル） 

応募書類の申込は、ホームページからでも可能です。 

ホームページアドレスhttp://www.kotsuij i .com

★おはなし「にじの会」　　　　　　　　　　　　 
　毎週日曜日  午後２時～ 

 
★あかちゃんの読みきかせ「ぷち♥ラッコ」 
　第２、第４水曜日　午前１０時３０分～　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

★井隈読書会  
　第３木曜日　　午前１０時～ 

　課題図書「クライマーズ・ハイ」　横山 秀夫著 

 

※詳しくは図書館まで（☎６９２・００７０） 
　　　　 

図書館の行事《6月》 交通遺児　 
奨学生募集のお知らせ 
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い き い き サ ロ ン の ご 案 内  

　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、

各地区老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。 
 6月 

6月 

6月 

 

7月 

 

7月 

 

7月 

 

15日 

17日 

20日 

 

4日 

 

11日 

 

13日 

 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

午前9時30分～11時30分 

午後 1時30分～3時 30分 

江ノ口老人ルーム 

東中富老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

徳命老人憩の家 

東部老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家  

 

（水） 

（金） 

（月） 

 

（月） 

 

（月） 

 

（水） 

対象者 

　概ね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお   

　越しください。（いつでも、どこでも、どなたでも） 

　７月（奇数月）は、転倒予防体操です。 

お問い合わせ 

　基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 

※いきいきサロンの企画運営等、協力してい

　ただける方を募集しています。 

　上記支援センターにご連絡ください。 

 

○日　時　６月２８日（火） 午前９時～正午 

○場　所  勤労女性センタ－ 加工室 

○費　用　めんつゆ　１本（１．８┍）１，０００円（１人１本まで） 
 　　　　（ういろうは試食のみです。） 

○定　員  ２０名（申込順） 

○準備するもの　エプロン・三角巾・手拭き用タオル・ 

　　　　　　　　１升ビン 

○申込期限　６月２２日（水） 

○申込先　　保健センタ－（☎６９２－８６５８） 

○主　催   食生活改善推進協議会「藍愛グル－プ」運動部 

「めんつゆ」と「簡単ういろう」を 
作りましょう 

　健康で生き生きと活動的な毎日を過ごせるために、おいしく

て栄養豊富、そして誰にでも作れる簡単料理の講習会を開

催します。 

　男性だけで初歩から始めててみませんか。どんな料理がで

きるかお楽しみに。リクエストもどんどん受け付けます。 

○日　時　６月２８日（火）　８月２３日（火） 

　　　　　１０月２５日（火）　１２月２２日（木）  ２月２１日（火） 

　　　　　午前９時３０分～午後０時３０分 

○場　所　福祉センタ－２階 

○参加料　３００円 

○準備物　エプロン・三角巾・手拭きタオル 

○お申し込み・お問い合わせ  

　基幹型高齢者在宅介護支援センター（☎６３７・３１６７） 

男性のための 
～かんたん健康料理教室～ 

受付期間 

応募資格 

試験期日 

採用期日 

平成17年　6月24日（金）まで 
18歳以上27歳未満の男子 

平成17年　6月25日（土）（海上自衛隊徳島航空基地） 
平成17年　7月下旬 

自衛官募集!!（2等陸・海・空士） 

※詳しいお問い合わせは、鳴門募集事務所まで（☎685・5306） 

　あいずみスポーツクラブでは、ボウリング教室を新たに

開催します。仲間との交流で日頃のストレスを発散しまし

ょう!! 

○日　　時　６月１４日～９月２７日（全８回） 

　　　　　　毎月第２・４火曜日 

○開催場所　住吉ボウル　　　　　　　　　　　 

○時　　間　午前９時３０分出発～正午帰着予定 

○集合場所　町民プール跡駐車場 

○参 加 費　５,０００円（全８回分） 

　（２ゲーム・シューズ代込・送迎・プロボウラー指導付き） 

○募集人員　先着２３名（会員に限ります） 

残員数あと、７名です!お急ぎください!  

 

　多くの会員の方に気軽に楽しんでいただけるように１

回ずつの申し込みも可能です。 

○参 加 費　７００円 

　（２ゲーム・シューズ代・送迎・プロボウラー指導付き） 

○募集人員　先着５名 

○開催場所　住吉ボウル 

○時　　間　午前９時３０分出発～正午帰着予定 

※あいずみスポーツクラブでは、運動が苦手な方でも楽

　しめるプログラムがたくさんあります。会員手続きは、　

スポーツクラブ事務局までお問い合わせください。 

○問い合わせ先　あいずみスポーツクラブ事務局 

　　　　　　　　教育委員会（☎６３７・３１２８） 

 

あいずみスポーツクラブ 
会員の皆様へ 

さ ら に !!
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町民のみなさんから

産 地 直 売 市  

夏まつり あいずみ商工会納涼祭 

　藍住町新作物研究会が今年で４回目となる産地直売市を２日間行います。 

○日　時　７月２日（土）・７月９日（土）の２日間 

　　　　　午前８時～正午 

○場　所　みどりの広場管理棟付近 

　新作物研究会では、ゴ－ヤ－・ミニ大根（スティックサラダ）・ミニチンゲンサイ（ク－ち

ゃん）・ミニカリフラワ－（白いバラ）・ミニ冬瓜・ミニカボチャ・茎ブロッコリ－（スティック

セニョ－ル）・ズッキ－ニが試作されております。今回の産直市にもこの新作物の中から、皆さま方に何種類か提供でき

るよう頑張っています。その他にも新鮮で安全で安心できる作物を品揃えしますのでご期待ください。 

※完売した時点で閉店しますのでお早めにお越しください。 

ス テ ッ プ 8 周 年 記 念 ケ ー キ フ ェ ア  
　日ごろは藍住町合同庁舎６階の喫茶「ステップ」にはみなさんの暖かいご支援とご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

　喫茶「ステップ」は６月２３日をもちまして、８周年を迎えることになりました。それを記念いたしまして「８周年記念ケ－

キフェア」を下記のように開催いたします。みなさんのご来店をステップ一同、心よりお待ちしております。 

○日　時　６月１３日（月）～６月２４日（金）（土・日曜日は除く） 

　　　　　午前９時～午後５時 

○場　所  合同庁舎６階　喫茶「ステップ」 

○内　容  ケ－キ＋飲み物→￥３５０ 

 　　　　（飲み物はホットコ－ヒ－・ホットティ－・アイスコ－ヒ－・アイスティ－・ミックスジュ－スの中からお選びください） 

　町民融和と親睦の場の提供を主眼においた夏まつりを、

商工会主催で実施いたします。 

○日　時　７月３０日（土）　午後４時～ 

　　　　　（小雨決行・雨天順延） 

○場　所　 緑の広場 

○内　容　ビンゴゲ－ム大会・芸能大会・ゆかたのファッ

　　　　　ションショ－ 

　　　　　斉藤京子ものまねショ－・和太鼓・阿波踊り・

　　　　　模擬店 

★ゆかたのファッションショ－出場者募集 

○応募資格　藍住町内で在住されている方 

○応募方法　はがきに、住所・氏名・年齢・性別・連絡先

　　　　　　を記入 

○応募先・お問い合わせ  

　藍住町商工会（☎６９２・２８１６）　　　　　 

　〒771-1203　藍住町奥野字矢上前４１ 

○応募締切　７月５日（火）　 

　尚、応募者多数の場合は、定員（３０名程度）になり次

第締め切らせていただきます。 

高齢者技能講習受講生募集!!

○受講内容　パソコン講習（パソコン基礎講習及びワ　

　　　　　ードの基礎講習 

○受講資格　藍住町在住で60歳前半層とする高齢求

　　　　　　職者で講習会場へ通える方 

○受講日時　７月4日（月）～15日（金）のうちの10日間 

　　　　　　午前10時～午後3時 

○受講場所　鳴門市地域職業センター 

○募集人員　20名（ただし、申込者多数の場合は抽選

　　　　　　により決定します。） 

○受講料　　無料 

○申込期間　6月16日（木）～22日（水） 

　　　　　　午前９時～午後４時 

○申し込み・お問い合わせ  

　（社）藍住町シルバー人材センター（☎６９２・１８３０）※

電話での受付はしておりません。 

昨
年
の
産
直
市
の
様
子
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あいっこ通信  
　５月１５日（日）に行われた、「第９回あいずみ子どもフェスティバル」には、お天気に

も恵まれ、町内外からたくさんの人たちに参加していただき、ありがとうございました。

今回のテ－マは『はなして　きいて　みんな友だち』でコミュニケ－ションを中心にし

た、いろいろなコ－ナ－を楽しんでいただけたでしょうか。 

　オ－プニングセレモニ－のメッセ－ジ風船は、青空高く飛んでいきました。風船は、

海を越えて、和歌山県から「藍住町は素敵な町です。」とのメッセ－ジが届きましたと、

連絡がありました。みなさんの願いが、かなうことをお祈りしています。 

　たくさんの方々のご支援ご協力により、第９回あいずみ子どもフェスティバルが開

催できましたことを、こころよりお礼申し上げます。 

　なお、このフェスティバルの様子は、６月20日（月）～２７日（月）まで、役場１階ロビ－にて写真展示しますので、見に来

てください。 

　「あいっこ」は一緒に活動してくれる仲間を募集しています。 

　申し込み・お問い合わせは、「あいっこ」事務局　教育委員会（☎６３７・３１２８）までお願いします。 

　藍住子育て環境づくり「あいっこ」代表　黒田一夫 

藍 住 子 ど も 劇 場  
 第82回合同例会　 ばけものづかい　同時上演　民族芸能アラカルト 

　この作品は落語をもとにしてつくられたお話です。おじいさんとばけのやりとりの中で全く楽天的に自分流に、そして

たくましく生きている主人公におかしさがこみあげてきます。膝をつき合わせるような位置で、演じる側と見る側が一体

となってお腹の底から笑える、そんな作品になればと思います。 

○日　時　7月6日（水）　午後6時30分開演 

○場　所　藍住町町民シアタ－ 

○主　催　藍住こども劇場 

○後　援　藍住町・板野町・北島町各教育委員会・エ－アイテレビ 

○お問い合わせ 

　藍住こども劇場 

　（☎・Fax 692・7374）火・水・金午前9時～午後1時 

★次回例会予定 

　第83回合同例会　お星さまの色えんぴつ  

○日　時　9月10日（土）　午後6時30分開演 

○場　所　町民シアタ－ 

○
日
　
時
　
　
　
７
月
１０
日
（
日
）
　
午
前
９
時
　
 

○
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勤
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者
体
育
セ
ン
タ
ー
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参
加
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格
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１６
歳
以
上
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又
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混
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可
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５月２１日に自主活動で、
塩田いちご園にいちご狩
りに行ってきました。 
つみたてのいちごをそのまま食べたり、イチゴジャムを作
ってホットケーキにつけて食べたりと、とっても甘くておい
しかったです。 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
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に
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藍住フェニックス 
（バスケットボール） 

藍住南タイガース 

藍 住 3 チ ーム 優 勝  

　阿南市主催による第５回サンフラワ－カップが４月２９日・３０

日の２日間、開催されました。チ－ム一丸となって頑張りましたが、

惜しくも１点差で４位入賞という結果になりました。 

　この悔しさをバネにして、次の大会では優勝を目指して頑

張りたいとのことでした。 

　なお、団員も募集しています。藍住西小学校体育館で練習

していますので、気軽に見学に来てください。 

○練習日　月・木　午後５時４５分～ 

　　　　　土・日　午前９時～（第２土曜・第４日曜休み）　

　　　　　　 

藍住ちどり  

　高松市児童ソフトボ－ル選手強化大会が、高松市西部運

動センタ－において４月２４日（日）開催され、見事優勝しました。

ト－ナメントを、わずか９名の部員で力を合わせて頑張った結

果です。 

　現在は、部員も１３名に増え練習に励んでいます。一緒にソ

フトボ－ルをしてみようと思う小学生の女子、大歓迎です。練

習を見に来てください。 

ホ－ムペ－ジアドレス 

http ://www3.netwave .or . jp/̃ ikuya　　　　　　　

　 

　第３１回徳島県選抜少年野球千松大会が４月３日・９日・１０

日の３日間、３０チームが参加し開催され、藍住南タイガースB

チームが優勝しました。 

　5月3日（火）第18回藍住町少女バレーボール大会が町内

5会場で開催され、県内60チーム（藍住からは3チーム）が出

場しました。各会場で熱戦が繰り広げられ、藍住3チームはそ

れぞれのブロックで優勝しました。 

北
斗
七
星 

藍
住
西
J
A

藍
住
南
J
V
C



2005  June 15 No.72717

●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成17年5月1日～ 
　　　5月31日届出分 

平成17年5月1日～5月31日届出分 

人 の 動 き  
（平成17年5月末現在） 

前月比 

人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,307人 
15,586人 
16,721人 
4,335人 
5,337人 
11,194戸 

（＋15） 
（＋3） 
（＋12） 
（＋11） 
（－8） 
（＋18） 
39.05歳 

A I クラブ  

　第36回全国ママさんバレーボール徳島県予選大会が、5

月1日、8日の2日間で開催され、AIクラブが優勝しました。こ

れからもバレーできる環境と応援してくださるみなさんに感謝

して、ママさんバレーの向上を目指し、全国大会でも予選で

見せた粘りが出せるように頑張るので、ご声援宜しくお願い

しますとのことでした。 

（AIクラプ 代゙表　小川明美・主将　高原幸子） 

北斗七星  
（バレーボール） 

　5月1日　見能林大会　ブロック優勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★団員募集しています。 

○練習場所　藍住北小学校体育館 

○練習時間　水・木・金曜日 

          　　 午後5時 ～7時 

気軽に見学に来てください。お待ちしております。 

○日　 時　　６月２７日（月）午後７時３０分 ～ ９時 
○場　所　　勤労者体育センター 
○内　容　　ストレッチ体操・ソフトバレー・囲碁ボール 
○参加料無料 
 

＊小さい子どもからお年寄りまで楽しめます。 

＊個人参加でもOK 

○主　催　藍住町教育委員会 
　　　　　藍住町体育指導委員会 

 

ストレッチ体操&ニュースポーツ 

湊　　涼介 （りょうすけ） 
　孝文・留美 

男 
勝瑞字東勝地 

白石　創 （そう） 
　晋・三和子 

男 
矢上字原 

小原　堅支 （けんし） 
　弘行・衣美子 

男 
乙瀬字江口 

藤川　瑚太郎 （こたろう） 
　真澄・めぐみ 

男 
徳命字元村 

中野　志保 （しほ） 
　　　花保 （かほ） 
　康徳・和代 

女 
女  

徳命字名田 相原　汐莉 （しおり） 
　敬廣・知夏 

女 
奥野字前須西 庄野　桜汰 （おうた） 

　裕幸・優子 
男 

富吉字岸ノ下 作本　幸政 （ゆきまさ） 
　幸男・純子 

男 
東中富字権現傍示 坂野　美葵 （みき） 

　英明・朋恵 
女 

乙瀬字出来地 河野　萌果 （ほのか） 
　大吾・千春 

女 
富吉字豊吉 平岡　芭琉 （はる） 

　真人・千晃 
男 

矢上字安任 山田　光 （ひかる） 
　一夫・瑞穂 

女 
東中富字朏傍示 松本　優莉 （ゆうり） 

　晋也・久美子 
女 

住吉字逆藤 大倉　凛 （りん） 
　聡司・優子 

女 
富吉字中新田 大磯　海輝 （きら） 

　満・愛子 
男 

勝瑞字西勝地 細川　裕矢 （ゆうや） 
　伸明・佳代 

男 
奥野字矢上前 小池　みどり 

　明・早苗 
女 

富吉字中新田 島川　大喜 （だいき） 
　卓男・真理子 

男 
徳命字新居須 宮川　珠貴弥 （じゅきや） 

　悟・貴代 
男 

住吉字乾 小川　美和 （みわ） 
　宏量・由香 

女 
奥野字矢上前 三宅　澄 （じゅん） 

　政敏・千亜紀 
男 

住吉字若宮 三原　直樹 （なおき） 
　孝文・直美 

男 
勝瑞字西地 槇尾　巴那 （はな） 

　圭二・多恵 
女 

住吉字江端 石本　凛 （りん） 
　幸一・淳子 

女 
乙瀬字青木 山下　知朗 （ともあき） 

　知輝・五月 
男 

勝瑞字正喜地 

中内　優月 （ゆづき） 
　一彦・育代 

女 
奥野字猪熊 山 下  

阿 部  

松 浦  

安 平  

吉 田  

渡 邉  

森 田  

白 川  

近 藤  

岩 佐  

中 妻  

70歳 

56歳 

41歳 

86歳 

13歳 

78歳 

70歳 

91歳 

91歳 

72歳 

64歳 

笠木字東野 

住吉字逆藤 

勝瑞字正喜地 

矢上字安任 

奥野字前川 

徳命字名田 

奥野字矢上前 

奥野字猪熊 

東中富字大塚傍示 

勝瑞字東勝地 

住吉字乾 

明 生  

利 子  

達 也  

義 一  

州 作  

高 子  

正 樹  

勝 子  

ヌイヱ  

冨士子 

政 子  
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平成16年度朝食アイデア料理コンクール 

丸西　美緒（西小4年） 

優秀賞 じゃがいものお好み焼き、かぼちゃスープ 

10分早起き! 
しっかり朝ごはん!

材料（1人分目安量） 
じゃがいものお好み焼き 

かぼちゃのスープ 

じゃがいも 
ピーマン 
ねぎ 
さくらえび 
すりごま 
ごま油 
青のり 

2個 
1／2個 
2本 

大さじ1 
大さじ1 
大さじ1 

小さじ1／4

かぼちゃ 
バター 
牛乳 
水 
コンソメ（顆粒） 
塩 
パセリ 

100g 
大さじ1 

1／2カップ 
1／4カップ 

少々 
少々 

小さじ1／2

1人分の栄養価 
エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

437kcal 
12.7g 
22.4g 
392mg 
2.4g

①　じゃがいもはすりおろす。 
②　ピーマンは細切り、ねぎは小口切りにする。 
③　①②、さくらえび、すりごま、塩を加えて混ぜ合 　
　わせる。 
④　フライパンにごま油を熱し、③を流し入れて両面
　　を焼く。 
⑤　皿に盛り、青のりを散らす。 
　　（好みでお好み焼きソースをかけてもよい。） 

①　かぼちゃをレンジで3分温める 
②　フライパンにバターを溶かし、①のかぼちゃを炒
　　め、牛乳と水を加え加熱し、あら熱をとってミキ　
　サーにかける。 
③　②を鍋にうつし、火にかけ、コンソメ、塩で調味し、
　　器に盛り、パセリのみじん切りを散らす。 

作り方（じゃがいものお好み焼き） 

作り方（かぼちゃスープ） 

町制施行50周年協賛事業 

いけばな展 

勝瑞城館跡まつり カラオケ大会 

　第12回藍住町いけばな展が5月21日・22日の2日間、藍住町コミュニティセンタ－で開催され、約200人の見

物者が訪れました。作品の多くは、ひまわり・菖蒲など、春から夏にかけての季節の花材をつかって生けられて

いました。訪れた人達は、花の優雅さや華やかさを楽しみ、また、同時におこなわれたお茶・文化筝の演奏で、

楽しい時間を過ごしていました。 

　第5回勝瑞城館跡まつりが、５月２８日勝瑞城館跡地・

見性寺周辺で開催されました。天気に恵まれ、地域の

子ども達や親子連れが多く訪れ、即売会や各種コーナ

ーを廻っていました。また舞台では、子ども阿波踊りやフ

ォークダンスなどが行われました。 

　藍住町カラオケ連合会主催のカラオケ大会が、５月２９

日町民シアターで開催されました。出場者５５人は、練習

の成果を存分に発揮しておりました。 

＊献立のいいところ、工夫したところ 
●電子レンジでかぼちゃを温めることで、料理の時間が短くなる。 
●不足しがちな野菜が朝からたくさん食べられる。 


